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検索元年度 九州農政局食育の取組

令和２年２月２０日（木曜日）、福岡県歯科医師会館（福岡市中央区）において、食に
関する意識を高め、健全な食生活の実践を推進することを目的に、食育落語による問題提
起と、参加者による意見交換を行い、食育を楽しく、分かりやすく学んでいただきました。

◆大人に交じって、中学生の参加もあり、
活発な意見を述べていただきました◆

～あなたの体はあなたのモノだけど、
あなただけのものじゃない～

◆西日本新聞社 佐藤記者の軽快な司会で、
笑いやツッコミもあり、楽しいワーク

ショップとなりました◆

◆落語は初めての方も
いらっしゃったようです◆

アンケートでは、ワークショップに参加しての感想を、漢字４文字以内で表していただ
きました。「感謝」「反省」「納得」「未来」「食事体造」「想像力」「伝食育」など。
また、「朝食・食の大切さについて、改めて考えさせられた。」、「成長期にしっかり
食べないといけないことを伝えていきたい。」などのご意見もいただきました。
多数の方にご参加いただき、ありがとうございました。

◆ワークショップの風景◆

※詳しい内容については、九州農政局
ホームページをご覧ください。



（お問合せ先）
農林水産省九州農政局消費生活課
〒862-8527 熊本市西区春日2-10-1
TEL 096-211-9111（代）内線4220 FAX 096-211-9700

お届け先の変更はお早め
にお知らせください！

令和２年２月５日（水）、長崎県内の消費者団体等の方々を対象に、①「安全で健やかな食生
活を送るために」、②「ジャガイモによる食中毒を予防するためにできること」の２つのテーマ
について話題提供するとともに、消費者団体等の皆様と幅広く意見交換を行いました。

令和２年２月１５日（土曜日）、イオン熊本店催事場において、移動消費者の部屋を開設し
ました。
今回は、じゃがいもの自然毒について、陽に当たって緑色になったじゃがいもや未熟なじゃ
がいもを活用した対処法の説明や、田んぼの土と海岸砂の浸透の違いを実感できる実験等によ
り水田の洪水防止機能、鳥獣対策として九州農政局が開発した市販の機材で自作できるわな通
知機について説明を行いました。
また、地理的表示保護制度（GIマーク）周知のために、店内に販売
されているGIマーク商品を巡るキーワードラリーや、野菜当てクイズ、
和食文化の保護・継承等につながる豆運びゲームを行いました。
参加されたお客様からは「分かりやすい説明をありがとうございま
した。」や「大変ためになりました。」等の感想をいただきました。

九州各地で開催される地域のイベント等と連携して、皆様のお近くへ出向く「移動消費者の部屋」
を開設しています。食と農の相談コーナーを設置するとともに、消費者の皆さまとのコミュニケー
ションを深めるために、農林水産行政や食生活などについての情報提供を行っています。

◆移動消費者の部屋を開設しています◆

検索九州農政局 消費者団体等との意見交換会

◆「令和元年度第４回消費者団体等との意見交換会」を開催しました◆

九州農政局では、食品安全に係る施策や消費
者の方々の関心の高いテーマについて、消費者
団体等の皆様との意見交換会を開催しています。
※これまでの消費者団体等の皆様との意見交換会の様子は、九州農政局ホームページからご覧いただけます。

検索これまでに実施した移動消費者の部屋 九州農政局


